






 

 小児自閉症では睡眠覚醒リズムの発達障害が認められている。一方、サーカディアンリ

ズムの発現には視交叉上核が必須のものであることが、動物実験から知られている。この

核には中脳の縫線核からのセロトニン系神経終末が豊富に存在している。そこでセロトニ

ン系がサーカディアンリズムの発達に重要な役割を演じている可能性が考えられるため、

幼若期に中脳縫線核を外科的あるいは薬理学的に破壊し、数種のサーカディアンリズムの

発達を観察した。 


